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人口密度. If< 1.558人

前月比 59人 18世帯が増加し

た。 …事丹 18 しらベー
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科
学
的
検

つ
く
る

日
平
塚
市
は
、
新
市
建
設
箆
進
法
に
も
と
ず
く
明
治
庁
の
指
定
き
つ
け
て
、
町
村
合
併
の
と
き
、
一
一
一
次
に
わ
た
っ
帥

削
て
、
つ
み
か
さ
ね
式
に
と
り
き
め
ら
一
れ
た
「
新
市
建
設
計
磁
」
を
、
本
年
康
再
調
鞍
ず
る
こ
己
に
な
り
ま
し
た
附

附
セ
し
て
、ζ白
霊
ぞ
行
う
た
め
、
法
律
に
き
め
ち
れ
た
、
市
長
の
諮
問
樺
関
と
し
て
、
新
市
霊
審
議
会
議
附

州
民
十
手
〈
)
を
設
け
、
八
月
十
七
日
鞘
足
さ
せ
ま
し
た
。
乙
れ
に
よ
っ
て
合
併
の
と
昔
、
平
塚
市
と
関
係
官
州

側
町
村
と
の
あ
い
た
で
協
議
し
、
と
白
書
め
ら
れ
て
い
た
、
常
併
債
の
平
塚
市
碍
設
許
習
は
、
科
学
的
な
調
査
と
削

酬
再
検
討
が
加
え
ら
れ
、
き
ら
に
着
司
会
会
一
聞
に
詩
編
成
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
党
。
制

"
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祭下で最高齢のj清水さん

9 月 15 日からは、としよりの総

祉週間。市役所民生認では、 15

呂に「第 S 聞としよりの毘j を

催します。この E は、満77才以

上のお主しより約1， 100名を見

約台体育館にごお待、慰安演云

や、敬老記念品をおくって、お

としより最良の日とする計飽で

す。ぜひご来場ください。

また、市ーではことしから、 80才

以上の方くが'1600名〉に、敬老金

2，∞0円を、祭では 88才以との

方〈約45名〕に、敬者金色 OOOF守

をおく 9 ます。

茸よりの話し e 平塚 2 ， 202番地

白清水安太郎さん(万延元年

生〉が満鈴才で、県下男の最高

齢者となり、福祉週間中に、内

山県知事が、清水さんのお宅を

訪問することになりました。

さし、

信用金摩の提供でシーズ γ中主主波放送に

よ争ナイターの中継をお送ワしています。

くりのピット f

みなさまの
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続
出
制
三
十
市
川
牛
度
の
保
険
科
梢
炉
、
九
月
ハ
竹
(
ム
ハ
期
八
ザ
〉
か
ら
か
わ
り

4
一
ヲ
。

こ
れ
は
、
八
月
持
ま
で
、
暫
定
治
に
、
一
一
…
士
一
翠
度
と
向
倒
閣
の
抑

n
r軌を
レ
て

い
た
も
白
を
、
乙
与
で
、
一
一
手
四
年
度

ω
市
民
税
と
回
定
資
揮
閉
じ
よ
っ
て

算
定
し
な
お
し
た
#
ら
で
、
い
ま
、
そ
の
決
短
捷
町
内
書
を
お
く
ば
り
し
て
い

ま
す
。
わ
か
ら
な
い
乙
と
や
、
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
じ
光
ら
、
市
川
耽
所
国
間
民

健
陵
保
険
議
骨
、
支
所
@
応
援
所
へ
お
き
き
ミ
だ
さ
い
。

ぎ
の
欝
喜
市
得
金
額
は
、
あ
な
{
帽
謡
、
+
二
万
円
高
度
で
す
。

党
の
総
所
得'Vら
、

向
者
間
引
い
た
語
。
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f 究 1

この15 臼見附台と馬入をやって

第 1 間をおえるジプテリヤの予

紡注射、 2 回以後の日程は次の

とおれ昨年4 月からこ ι し 4

月までに生れた子は 3 臣10 32年

5 月から33年骨月までに生れた

子と来年入学する子は 1 問。

(会場〕 く 9 月:く10月〉

豊田・域島公民館 21 臼. 51'� 

神担保育所 22 日@昌司

四之宮公民館 22日. 6 日

旭小・吉沢小 23 日. 7 日

岡崎・中原公民館 25 日. 8日

金 E 小・こと屋小 26日・告白

金田公民館・保健所28 日・ 10 日

:fE7K. 須賀公民館 29 1'î・ 12 白

馬入青年会館 30日・ 13 1'î

見附台公会堂 30呂・ 13 日

〈毎日午後 1 時30分~3 時〉

秋の狂犬病予防注射の毘どりは

次のとおり。主主射手数料 150向。

あたらしく登録する場合は別に

300丹、生後91日以上の犬ぜんぷ

が対象、ぜひ近くの会場へ。

[10月] 5 日岡崎勾金目出張所

4 日吉沢小学校・土産小学校

7 日金回出張所・主主島出張所

8 1'î神田出張所・豊田公民館

吉田大野小学校@八幡公民館

12日旭出張所・旭犬拘1欝所

13日中原小 a 富士見小学校

14日椀町第 1 分間'1E7J究会館

15白浜岳中学校@須賀海宝寺

16日須賀 4 分邸・馬入 5 分Bl

19日東雲公函・見附台体育館

20日平塚保健所

〈毎日午前10持~午後 3 時〉

務

態

期扇 10.11 258 (日緩発〉
平塚駅前7，∞時発

会餐￥25∞(宿泊パス代)
コース@平塚一東京一中禅寺

T湯本温泉〈一泊〉一束R託宮見

物一宇都宮一平塚

く18.00持部活コ



現
在
、
金
一
一
図
的
な
意
見
や
不
満
が
で
て
い
る
。
め
ら
れ
苦
に
出
荷
し
な
お
し
、
?

に
、
各
議
菱
銀
の
な
る
ほ
ど
二
力
所
に
集
荷
し
、
資
を
受
け
、
売
り
候
レ
を
す
る
。
と
…

集
荷
亮
一
群
レ
最
俊
一
度
に
検
査
を
袈
施
す
る
こ
と
に
も
い
う

ζ
と
に
な
る
。

必T、
吟
/
期
で
あ
る
が
、
農
一
概
に
、
惑
い
、
と
い
い
き
れ
な
い
こ
と
し
は
、
一
一

μ
に
、
特
作
で
、
“

\
\
援
が
愛
を
売
る
に
点
の
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、

C
存
愛
は
で
き
玄
ぎ
て
、
と
て
も
一
人
宅
都
政
川

ど
は
、
ま
ず
、
農
林
郊
の
よ
う
に
、
い
ま
り
持
参
は
、
合
府
売
り
絞

υ
は
で
き
な
い
、
と
い
う
一

管
官
糧
事
務
所
検
夜
震
の
検
査
を
受
風
、
タ
だ
ち
な
ど
と
、
不
宮
山
の
雨
に
よ
う
な
乙
と
も
き
い
て
い
る
が
、
現
…

け
、
合
格
し
背
凶
品
物
の
み
、
政
府
に
し
ば
じ
ば
み
ま
わ
れ
る
。
そ
の
と
き
在
の
農
時
間
経
営
は
、
野
菜
な
ど
を
均
一
山

売
り
渡
す
こ
と
が
で
き
、
妻
格
誌
の
状
態
量
足
後
な
も
め
戸
で
、
近
産
し
で
も
義
的
に
安
芸
だ
し
て
…

は
返
却
さ
れ
、
再
し
ま
う
と
い
う
こ
…

事
者
向
山
え
ま
は
丸
ヘ
ノ
芸
ど
い
い
弘
た
μど
私
幾
畿
震
と
で
、
政
府
が
保
…

で
合
格
同
国
と
し
、:
i

ぅ
，
司
王
襲
警
設
し
て
い
る
華
…

売
り
渡
さ
な
け
れ
為
王
「
議
畿
畿
饗
叫
に
依
存
せ
ざ
る
を
…

ば
な
ら
な
い
。
を
強
く
の
ぞ
む
議
議
閥
均
得
な
い
状
一
況
で
あ
…

も
っ
と
も
、
検
る
。
綬
笈
の
汗
の
山

菅
L
合
格
し
な
い
と
必
ず
し
も
花
れ
所
の
家
の
軒
先
へ
か
つ
ぎ
こ
む
。
牛
絹
高
で
で
き
た
一
粧
一
粧
の
愛
で
岳
山

手
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
車
で
は
こ
そ
シ
i
ト
を
か
け
る
。
る
。ζ
の
占
雪
、
標
章
の
一
…

商
品
約
に
、
一
人
前
に
売
り
渡
す
乙
乙
の
と
き
の
随
惑
は
、
実
に
、
そ
の
考
を
求
め
た
い
。
…

と
が
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
場
に
立
ち
合
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
想
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
、
士
一
些
障
者
…

私
は
、
乙
の
売
り
波
F

ま
で
の
問
機
の
つ
か
な
い
も
の
一
で
あ
る
。
雨
に
の
願
い
で
あ
号
挺
先
検
査
の
実
施
を
…

で
相
潟
県
佐
刀
渋
に
問
題
が
あ
る
と
思
ぬ
れ
た
後
出
、
も
ち
ザ
つ
ん
不
合
格
、
ぜ
ひ
や
っ
で
ほ
し
い
。
強
可
希
望
し
山
一
…
…
毘

ぅ
。
完
全
な
倉
庫
が
な
い
山
地
域
で
、
晴
天
の
揚
合
で
も
不
合
格
は
で
る
。
お
騒
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
一
…
…
マ
ひ
ょ
う
た
ん
す
ず
め
(
力
ヅ
ト
左
@
お
と

伺
官
僚
と
い
う
安
を
、
退
院
の
沼
地
そ
の
伎
は
、
何
伎
で
も
、
山
長
の
道
世
田
沢
広
報
委
員
@
消
防
分
回
裏
一
一
…
…
ぎ
プ
口
製
作
。
東
宝
記
給
)
濠
岡
家
横
山
隆

三
墓
の
一
品
に
集
積
さ
せ
、
豪
に
持
ち
か
え
白
、
俵
ぎ
わ
し
よ
間
一
間
決
襲
警
(
農
)
…
一
…
…
一
器
製
作
@
陸
国
守
蓄
を
担
当
し
芸

検
査
を
行
な
う
こ
と
に
、
い
ろ
い
ろ
再
乾
燥
し
、
手
を
都
足
、
次
回
の
忍
…

ι一
…
と
ぎ
プ
ロ
の
第
一
一
作
。
製
作
期
幅
削
一
年
一
一
芳

一
市
電
波
絞
っ
て
一

E

←

=
=
=
z
E

一

z
ι
じ
佐
が
主
℃
、
詐
即
佐
恥
佐

E詐
ん
能
恥
ず
主
一
同
同

R口
、
上
映
露
降
碕
空
一
時
露
随
の
皇
本
格
語
的
量
擾
霊
彩
色
襲
裏
闘
驚
筆
同
羅
糧
情
簡
闘
。
二
守
子
ナ

p
5」v迄4も
臼
の
露
夢
芝
う

o

ら
一
門
霊
憲
撃
@
去
葉
器
雨
特

i露
霊
記
翠

i〕Z
2
j

斉
互
J
i一J→
一
1あ
る
草
T
i十
土
主

2一
ニ
云
一
斉
月

i初
喜
望

i
吉
長
i
j
央
究
1八
」
一

Z喜2
で
雪
し
釘
話
詰
←
山
に

品iよ
一HH
誤
結
斡
封
町
許
討
堵
守
守
の
早
平

i塚
警i壬
市
」
昔
一
有
日
弓
背
山
戸
諒
持
引
詔
碍
時
持
日
四
時
一
当
社
長
同
一
能
も
な
る
話
一
自
民
主
一
日
間
関
川
区
百
一
す
げ
れ
説
下
旬
)
品

監
量
生
課
長
に
説
量
っ
て
額
一
時
一
り
後
は
仕
上
げ
工
事
と
機
器

5
1

一
義Uて
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
一
の
落
葉
集
樹
い
ま
の
う
ち
に
一
言
い
さ
い
な
ど
、
わ
る
い
結
果
を
一
碍
諮
問
川
町
部
設
計
均

2
2

努

一
一
一
日
れ
れ
ば
諮
問
問
問
一
野
町
四
時
「
再
開
れ
古
川

M
U町
内u
h
r
u
h

一
一
脚
部
門
黒
字
揮
農
業
改
良
一
白
改
箆
や
施
肥
警
も
っ
と
関
心
が
よ
一
院
日
九
日
十
の
あ
る
い
ま
の
う
一
時
か
け
て
、
警
活
動
は
よ

A
U
M
1
)
N

孝
広

E
P霊
は
寒
川
町
議
称
で
あ
る
。
敷
一
間
に
合
う
と
の

ζと
で
あ
る0
2

と
一
家
欝
の
氷
と
し
て
水
道
歳
入
口
よ

b
一
伊
碍
寵
霊
守
護
ょ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
一
角
仁
、
果
樹
に
、
妻
、
栄
養
を
与
え
一
旋
語
、
こ
れ
ら
白
書
の
童
話
一
堆
き
ゅ
う
盟
、
襲
、
一
千
キ
ロ

H

一
署
員
一
一
員
室
形
を
と
こ
ろ
し
尿
処
渥
長
ず
る
敷
地
は
一
八
一
一
襲
撃
蓄
の
喜
一

E
E

の
よ
う
に
示
、
一
て

Z

毒
の
需
を
そ
る
ご
わ
せ
乙
の
富
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
す
ム
と
し
、
施
壁
、
糠
さ
を

一
て
い
る
が
敷
地
内
装
雪
辺
り
は
一
員
あ
れ
ば
号
る
の
芝
う
だ
が
一
日
川
町
内
問
時
計

V
M
M
d
1
j
し
か
た
は
、
い
ま
一
梨
を
は
じ
さ
ノ
ド
ゥ
、
号
、
寺
巣
を
な
く
し
、
収
穫
期
患
や
一
す

o
で
す
が
、
室
、
そ
の
他
の
障
一
チ

i二
十
セ
ン
チ
、
放
射
状
に
堀
白
、

一
風
光
闘
組
長
え
る
費
聖
書
に
市
で
は
将
来
乙
乙
を
市
の
汚
物
処
一
頭
セ
一
一
の
と
こ
ろ
ま
ち
ま
ち
で
昔
、
わ
す
よ
巣
寄
り
)
過
多
の
状
態
に
あ
る
と
一
宮
ば
か
り
で
な
く
、
築
、
柿
で
は
、
一
容
で
、
ふ
つ
う
よ
り
は
や
め
に
重
し
一
そ
れ
に
、
童
相
附
随
す
る

ζとz

m
j
j
j
j
j
j

一
ン
タ
ー
に
す
る
為
に
広
大
に
土
地
喜
一
し
交
メ
タ
ン
ガ
ス
は
タ

y

ク
に
集
め
で
す
人
事
在
し
党
が
っ
て
い
る
現
状
一
塁
、
実
を
な
ら
せ
た
母
校
の
妻
と
一
雄
一
色
豊
を
お
込
く
す
る

ζ

と
が
で
一
て
い
る
湯
章
、
ま
だ
菜
で
あ
る
と

笹
見
氏
葉
支
一
塁
し
た
型
車
一
一
若
年
頃
ま
で
に
一
乙
れ
を
し
訳
語
の
ボ
壬

7
1の
壁
一
で
す
。
裂
の
よ
う
に
、
を
に
襲
量
一
肥
大
を
考
え
、
一
日
も
は
や
く
、
み
の
す
す
。
し
か
し
、
こ
の
秋
胞
の
重
一
の
は
施
器
織
を
こ
れ
よ

P
お
く
ら
せ
一
ま
れ
ま
片
ド

l
i
-


警
護
鱗
野
彰
は
襲
撃
や
コ
ン
ポ
ス
ト
も
一
足
う
与
す
栂
め
て
合
書
な
喜
一
安
も
の
は
、
こ
れ
か
ら
先
、
量
一

D

に
よ
っ
て
弱
っ
た
木
の
健
康
喜
一

2

胞
待
望
よ
っ
て
、
ク
ス
ザ
に
一
な
い
と
ニ
持
冊
長
を
お
こ
し
昔
、
せ
一
路
工
会
議
所
護
商
工
ム

趨
日
ず
麟
議
撃
機ζの
勉
に
ま
と
め
交
ゆ
く
ゆ
く
は
…
で
あ
る
。
市
で
は

ζ
乙
室
主
し
い
一
量
増
加
に
と
も
な
っ
て
市
議
格
が
お
一
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
も
警
も
な
る
こ
と
を
蓄
し
て
く
だ
一
っ
か
く
の
貯
蔵
愛
好
基
耗
さ
せ
る

ζ

一
議
警
護

警
麟
韓
下
部
議
し
てζ喜
一
一
と
こ
ろ
に
す
る

f
i
z

合
、
襲
安
票
お
も
い
負
一
ん
。
を
ま
と
し
て
露
一
さ
い
。

E
g
o
-

員
募
集
費
量

鱗
野
欝
欝
襲
被
切ζ
の
地
で
出
来
る
よ
う
に
す
る
一
塚
市
の
新
名
所
に
な
る
も
の
と
雪
。
一
摂
と
な
っ
て
く
る
わ
け
で
、
豊
喜
一
は
裏
話
震
を
も
っ
て
い
ま
す
。
一
費
量
、
協
力
と
土
壌
管
塁
@
ヱ
荘
、
年
間
矯
路
震
の
割
合
堂
前
す
と
一
し
て
い
よ
す
。
議
票
率
一
手

:
:
j
i
F
E
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E
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E
E
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L
i
t
i
-
-
、
?
果
樹
一
墨
江
(
九
月

1
十
月
)
品
1

安
一
一
一
0
2
2

男
子
。v
襲
撃

計
コ
ュJ
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特にてもお引受け致します。

秋の夜長を楽しく
する寝兵の数々…
ブ υ ジストシのマットレス

エレガントな洋風掛布白骨

駄のトップデザイン弔帝


